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ICC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	製品名: HOXA9マウスモノクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	脊椎動物では、ホメオボックス遺伝子と呼ばれる転写因子群をコードする遺伝子は、4本の別々の染色体上のA、B、C、Dというクラスターに存在します。これらのタンパク質の発現は、胚発生中に空間的および時間的に制御されています。この遺伝子は7番染色体上のAクラスターの一部であり、遺伝子発現、形態形成、および分化を制御する可能性のあるDNA結合転写因子をコードしています。この遺伝子は、ショウジョウバエのabdominal-B（Abd-B）遺伝子と非常に類似しています。この遺伝子とNUP98遺伝子の融合を引き起こす特定の転座イベントは、骨髄性白血病の発生と関連付けられています。この遺伝子と上流のホメオボックスA10（HOXA10）遺伝子の間には、リードスルー転写が存在します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	HOXA9マウスmAb（緑）を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	HOXA9 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

